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2004(平成16)年度には、鹿田地区において医学部附属病院立体駐車場エレベーター設置に

ともなう発掘調査等をおこなうとともに、事務局本部棟および環境理工学部棟の新営にとも

なって実施した発掘調査の成果を報告書として刊行しました。

事務局本部棟の発掘調査は2001(平成13)年、環境理工学部棟のそれは1996(平成 8)年 と

1999(平成11)年でしたから、ことに後者については成果の報告までにかなりの年月を費やし

たことになります。これらの調査のあと他の発掘調査の実施が重なって整理作業が遅廷したわ

けですが、文化庁では発掘調査のあと速やかに報告書の刊行をおこなうよう指導 しており、本

学でも報告書の積み残し解消のために鋭意整理作業を進めているところです。

今後は鹿田遺跡関係の調査報告書の刊行が主な課題となります。鹿田遺跡に関係 し、本年報

では医学部附属病院管理棟の調査で検出した12～ 13世紀の井戸枠の再検討結果を報告 していま

す。昨年秋に新病棟ロビーで開催した「岡山大学発掘成果展」のために丼戸枠を準備 していた

ところ、板材に焼き付けられた刻印を確認し、これをきっかけにしてこれらの井戸枠の板材ど

うしが接合し、元は筏穴をもった角材として持ち込まれたらしいことが判明しました。古代の

長岡京の井戸などで知られた製材と木材の運搬・利用システムの新たな類例を付け加えること

となったわけですが、このことは藤原摂関家の荘園に関係するかと推定されている鹿田追跡の

歴史的な位置づけを考えるうえでも意義がありそうです。発掘調査成果の整理作業を進めるに

あたっては、迅速さとともに遺跡・遺物の内容を学術的に深 く的確に把握し、歴史の豊かな内

容を報告できるよう努めていきたいと考えています。

本年報の津島岡大遺跡調査研究に関しては、発掘資料の自然科学分析に関するこれまでの成

果を集成しています。自然科学データの蓄積は、環境問題に強い関心が寄せられている今日、

人間の歴史を解き明かすうえでますます重要な意義をもつといえるでしょう。本センター調査

研究専門員の諸先生に研究を進めていただいた成果も含まれています。外部に委託 している放

射性炭素年代測定については、データ数が増えるにつれて問題点も多くなる一面があり、今後

とも注意が必要です。

2004(平成16)年度から岡山大学は国立大学法人となり、本センターも新たな体制で事業に

取 り組んでいます。調査、研究、普及等の事業を推進するにあたつては本学内外の機関・各位

から多大のご協力とご支援をいただきました。最後になりましたが、厚く御礼申しあげます。

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

センター長  (理事・事務局長)

副センター長 (文化科学研究科教授 )
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τJ   口
1.本紀要は、岡山大学坦蔵文化財調査研究センターが岡山大学構内において2004年 4月 1日 から2005年 3月 31日 ま
でに実施した埋蔵文化財の調査研究成果及びセンターの活動についてまとめたものである。

2.本紀要において報告している津島岡大遺跡は岡山市津鳥中三丁目1-1、 鹿田遺跡は岡山市鹿田町二丁目5-l
に、福呂遣跡は、鳥取県東伯郡三朝町大字山田字福呂にそれぞれ所在する。

3.資料分析にあたっては、岡山大学文学部久野修義教授にご協力 ご助言を頂いた。記して感謝申し上げる。
4.本文は、岩崎志保 高田貫太 野崎貴博・光本順 山本悦世が分担執筆し、執筆者名は目次および文末に記し
た。

5.編集は稲田孝司副センター長の指導の元に岩崎が担当した。

凡  例
1.大学構内の埋蔵文化財の調査にあたっては、平成14年度 (2002年)4月 1日 より施行された「測量法及び水路業
務法の一部を改正する法律」に基づき、世界測地系を採用し、構内座標を次のように定めている

1)津島地区では、回土座標第V座標系 (X=-144,156.4617m、 Y=-37,246.馳 96m)を起点とし、真北を基

軸とした構内座標を設定する。一辺50mの方形区画である。また、同地区では調査の便宜上、大きく津島北

地区と、同南地区に二分する (付図 1)。

2)庇 田地区では、国土座標第V座標系 (X=-149,456.3718m、 Y=-37,646.7殉 Om)を 起点とし、座標軸を
N-15° 一Eに振ったものを基軸とした構内座標を設定する。地区割りは一辺 5mの方形を基準としている。
3)本文中で用いる方位は、津島地区 鹿田地区は国土座標系の座標北を、他は磁北を用いている。
2.岡山大学構内の遺跡名は、周知の遺跡の場合はそのまま踏襲する。三朝地区の発掘調査地点は小字名をとり「福
呂遺跡」と呼称する。他地区は任意の名称で仮称する。

3.調査名称は「発掘調査」に分類したものについては、各遺跡ごとに調査順に従って次数番号で呼称し、「試掘・

確認調査J「立会調査Jに分類したものについては、任意の名称を用いる。発掘調査のうち、小規模で確認調査か

ら連続して調査したものは「試掘・確認調査」に分類する。

4.「発掘調査Jについての記述は、いずれも現段階での概要報告であり、詳細な正式報告ではない。
5.表 に記載した所属部は、原則として各学部の頭文字を略号として用いている。
6.付表 2に記載した調査一覧については、掘削深度が中世層以下に達した調査を対象とし、その他については除外
した。未掲載分も含め、全てのデータは、当センターにおいて管理している。

7.本文などで使用の調査香号は表と一致する。
8.本紀要に掲載の地形図 (付図 1)は、岡山市域図を複写したものである。
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